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Năm 1992, nhà xuất bản Kim Đồng đã mua bản quyền và xuất bản bộ Manga Đôraemon dành 
cho lứa tuổi nhi đồng. Đây là bộ Manga Nhật Bản đầu tiên tại Việt Nam. Sự xuất hiện của bộ truyện đã 
đánh dấu một bước ngoặt trong lịch sử nhà xuất bản Kim Đồng - nhà xuất bản dành cho thiếu nhi lớn 
nhất tại Việt Nam. Một mặt, bộ truyện đã giúp nhà xuất bản thoát khỏi sự bế tắc khi nền kinh tế chuyển 
từ kinh tế bao cấp sang kinh tế thị trường, mặt khác đã mở ra một con đường chính thức đưa Manga của 
Nhật Bản vào Việt Nam, tạo nên niềm đam mê đọc truyện tranh cho nhiều thế hệ thanh, thiếu niên, nhi 
đồng. Sau hơn 20 năm có mặt ở Việt Nam, bạn đọc Manga đã bước sang thế hệ thứ hai, nhưng việc đọc 
Manga vẫn còn gây ra nhiều tranh cãi. Có thể nói, Manga đã góp phần tạo nên đời sống văn hóa giải trí 
của lứa tuổi học trò trở nên phong phú và đa dạng hơn, đã có những ảnh hưởng đến sáng tác truyện tranh, 
đến tư duy văn học, đến quá trình trưởng thành,... của thế hệ trẻ thơ. Góp phần hình thành nên số trào 
lưu văn hóa mới trong đời sống thanh, thiếu niên Việt Nam, như: Trào lưu văn hóa Otaku, trào lưu 
Cosplay,… Nhưng cũng có nhiều ý kiến cho rằng Manga là một loại hình ấn phẩm có tác động tiêu cực 
đến lứa tuổi này. Nó làm hỏng tư duy ngôn ngữ, ảnh hưởng xấu đến cách viết văn, và sự phát triển và 
hình thành nhân cách của trẻ em bởi tính bạo lực và giới tính được miêu tả trong đó.  
Vậy, Manga  là gì? Manga có đặc trưng nổi bật gì mà không chỉ trẻ em Nhật Bản, cả trẻ em 
Việt Nam và nhiều nước trên thế giới đều thích đọc Manga đến như vậy? Qua khảo sát tình hình đọc và 
tiếp nhận những ảnh hưởng từ Manga ở Việt Nam, đối chiếu với Nhật Bản, chúng tôi muốn nhìn nhận 
một cách khách quan về loại hình ấn phẩm này và những tác động tích cực của nó đến quá trình trưởng 
thành của lứa tuổi thanh, thiếu niên Việt Nam. Chỉ ra những khác biệt trong văn hóa, trong hệ thống 
quản lý Manga ở hai nước. Để thấy được vai trò của cha mẹ, thây cô, và các nhà quản lý văn hóa trong 
việc định hướng đọc Manga tại Việt Nam. 
 
 




済的にも、マンガは巨大な市場を形成している。2008 年、日本国内において 1 年間で出版され




また、2003 年 1 月 17 日、日本文化庁の「国際文化交流懇談会」は、日本映画やマンガ、ア
ニメーションなどを重要な日本文化芸術として位置づけ、積極的に海外に発信することなどを
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3．マンガの特徴に関する先行研究 
 














 マンガのポジティブな影響に関して、日本における CCC 株式会社（2013）9 は T カードを利









 日本貿易振興機構（JETRO）10 では、ベトナムにおけるコンテンツ市場の状況（2009 年）に
                                                     

















 2011 年にベトナムに Vina research 株式会社13 は「日本文化への関心」について全国の 16 歳か
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加などから収集した。 
 また、「マンガが青少年の成長に与える影響」関するアンケート調査を行った。日越両国にお
ける６歳から 29 歳までの人を対象に２回実施した。第１回アンケート調査は 2014 年 5 月に日
本の私立大学（専修大学）の学生 222 名を対象に、「マンガが小中高生の成長に与える影響」を
テーマに調査を行った。第 2 回アンケート調査は 2014 年 10 月にベトナムのハノイ市内におけ
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だ少ない。購読者層は 12 歳から 20 歳が中心。ベトナムでは「マンガは子供が読むもの」と考
えられるから、書店よりは、街頭の売店で売られることが多い。業者は注文した本を早朝に取
























2014 年 10 月、私たちは「ベトナムにおけるマンガが青少年の成長に与える影響」に関する
調査を実施した。調査対象は 6 歳の子供から 29 歳までハノイ市内に住んでいる人である。配布
した 420 票のアンケートのうち、回答されたのは 414 票であった。小中高生は 328 名、高校を




  男 女 
小学生（6－11 歳） 121 名  
160 名 
 
168 名 中学生（11－15 歳） 113 名 
高校生（15－18 歳） 94 名 
大学生 63 名 20 名 66 名 
社会人 23 名 
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あるかについての尋ねたところ、「はい」100％となった。また、マンガを初めて読んだ時は殆
ど小学生の時である。具体的には、ハノイ市内では「6-7 歳」は 151 名（46.03％）、「8-9 歳」
は 115 名（35.06％）である。 
 第二点は、子供たちはよく家庭と学校でマンガを読んでいる。マンガを読んだ所を尋ねたと
ころ、最も多いのは「自分の家」約 82.9％（343 名）、次は「学校」（休憩の時間で教室と学園
で読む）約 49.06％（202 名）である。（表２） 
 
表 2：マンガを読んでいるところ 
 自分の家や友達の家 書店  図書館 学校 










（324 名）、「自分で買う」約 70.8％（293 名）、「図書館で借りる」14.5％（60 名）、「友達に借
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のようなものだから」93 名（28.3％）になった。描 写 の 技 術 か ら 日 本 マ ン ガ を 読 む 子








レス解消ため」56 名（17％）と「時間があるから」108 名（33％）になった。 
 またハノイ市内における小中高生の 328 名に「マンガのキャラクターを印刷された文房具を
選択したことがあるか」と尋ねたところ、「ある」195 名（59.4％）である。「Facebook の avarta
にキャラクターの写真を使ったことがある」17 名（5％）である。また「nickname にキャラク
ターの名前を使ったことがある」53 名（16％）になった。 
 さらにマンガが子供の美的なセンスにも影響を与えている。去年の 7 月に、私が行った予備

































い高校に合格できた。「Mr.2」という ONE PIECE の人物のおかげで、価値観が変わってくる。
夢を持つ人になった。こう考えれば、日本アニメ、マンガなどから、マイナス影響を受けるだ
けではなく、プラス影響も受けていることもあるだろう。 
 また 2014 年 10 月に実施した調査では、「マンガを読んで受けた、具体的なプラスの影響はあ
りましたか。ご自由にお答えください」を尋ねた。約 72％（63 名）の人がマンガによって何ら
かのプラスの影響を受けたとの結果が出た。プラスの影響を受けたと答えた人に、その影響が
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ベトナムにおけるインターネットは 1997 年 11 月から一般の人が使用できるようになり、2003
年ごろでは全国ネットワークが完成された。2013 年まで全国のインターネット普及率は
35.04％に上った。ハノイやホーチミンなどのような大都市では普及率は 100％で、ベトナム語










 ベトナムには 20 年以上の年月をかけて日本のマンガ文化が根付いてきている。読者は最初に
キンドン出版社のマンガしか読めなかったが、現在、他の出版社や書店のマンガも読めるよう





















写真 ハノイでの日越外交関係樹立 40 週年を記念して「ジャパンフェスティバル」を開催された。 
   コスプレを通じて、日本のマンガ文化を再現された。 















「Banh kem ITAKEIKI」という店のケーキの写真（店主提供撮影）。 
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ネットを使ったり、年齢に合わない成人マンガを読んだりしているのが現状である。 
 2014 年の 10 月に「ベトナムにおける青少年のマンガ、エロマンガ、変態マンガの読書状況」
について、高校生グループと高校を卒業した人のグループの 180 名にアンケート調査を実施し
た。まず、インターネットでマンガを読んだことがあるのを尋ねたところ、「ある」約 60.5％
（109 名）、「ない」約 39.4％（71 名）になった。「インターネットでマンガを読んだ年齢は殆
ど高校生の時なのである。また、「エロマンガ、変態マンガという大人マンガをしっていますか。
また読んだことがあるか」を尋ねたところ、「知らない・読まない」約 22.2％（40 名）、「知っ
ている・読まない」約 42.8％（77 名）、「知っている。読んだことがある」約 35％（63 名）に
なった。このように、日本では成人マンガは 18 歳以上の人に向けて販売されているが、ベトナ










供の言語行為に与えるマイナス影響がある。しかし、2014 年 10 月にハノイ市内における、「マ
ンガが青少年の成長に与える影響」に関する小中高校で勉強している 328 名にアンケート調査
を実施した。2013 年に国語のテストの点数を尋ねた、「A（9～10 点）」143 名（約 43.62％）、「B




 2013 年 5 月にベトナムの有名な DANTRI 電子新聞に掲載されていた「高校の 2 年生の女子の
初の小説に驚かされた」という記事であった21。その女の子は英語能力上達のために、友達と
英語からベトナム語に日本のマンガを翻訳するグループを作って、インターネットにアップす
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る。高校の 2 年生に仮名の SURU FUKAZIME で 450 ページの小説を出版された。皆は高校の二
年生の時、小説家になったのにびっくりした。想像力は富んで、その小説の文章や人物の性格
は日本のマンガから深く影響を受けたと評価された。 
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